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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、江戸時代の唐話辞書である『南山俗語考』の成立過程とその内容を、日本における中国
俗語辞書の編纂、及び中国語教育史の角度から取り上げ、その特色や史的意義を明らかにしたもので
ある。唐話とは、江戸時代の中国語に対する呼称であり、主として唐通事によって伝承されてきたも
のである。唐話及び唐話資料は、従来より中国文学が江戸時代の日本文学に与えた影響を考察する際
に論じられてきた。近年では、中国語学の音韻研究の立場から取り上げられることが多いが、中国語
教育の視点からの研究は少ない。また、研究対象となる唐話は、長崎の唐通事や唐通事出身である岡
島冠山に関するものが主流を占め、薩摩藩の『南山俗語考』は、唐話研究や中国語教育史から見た重
要性がつとに指摘されながら、これまで十分な関心が払われずに来た。本論文は、こうした唐話研究
の大きな欠落を埋め、『南山俗語考』の編纂過程とその内容の特徴を多面的、実証的に明らかにし、
『南山俗語考』研究の基礎を築いただけでなく、その収録語句の項目配列方式に着目し、その藍本を
ほぼ特定することにも成功している。また、『南山俗語考』が明治以降の中国語教育に受け継がれて
ゆく状況を具体的な例を挙げて明らかにし、その中国語教育史上における意義を再評価した点も高く
評価することができる。 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
 
